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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和６年２月定例教育委員会会議を開会いたします。  
〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私のほか５人の委員が出席しておりますので、この

会議は成立しております。 

会議録署名人は、澤委員と村田委員とします。 

 
日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 
 

１月２５日開催の令和６年１月定例教育委員会会議録及び２

月１３日開催の令和６年第２回臨時教育委員会会議録を各委員

のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、

御異議はありませんか。 
 

（異議なしの声） 
 

異議なしと認め、前回会議録等を承認することに決定します。 
 

日程第２ 事務局報告の件 

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ６．１．２５）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  
 

日程第３ 議事 

・議第９号 教育長の営利企業等の従事について 

 

遠藤洋路 教育長  議第１８号 教育長の営利企業等の従事については、私の一

身上に関する案件です。地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第１４条第６項の規定により、当事者は、議事に参与する

ことができないこととされていますので、第一職務代理者であ

る小屋松委員に議事の進行をお願いしたいと思います。 

 

小屋松徹彦 委員  それでは、私が議事の進行を務めさせていただきます。 

教育長から、当事者は議事に参与することができないとの説

明がありましたので、教育長の退室をお願いします。 

 

（教育長退室） 
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《中川浩二 教育政策課長 提案理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

（教育長入室） 

 

 

・議第１０号 熊本市立野外教育施設条例施行規則の一部改正について 

 

《原口琢哉 地域教育推進課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  最後の説明をもう少し詳しくお願いしたいんですが、削除条

文の第２条、第３条は、今後指定管理者による運営であるから

必要ないということなんですね。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 

 

 そのようなことでございます。 

 

西山忠男 委員  ということは、指定管理者に市がお金を払って依頼をすると

いうかたちなんですか。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 指定管理として、そちらのほうに事務等の委託を全てしまし

て、運営をしていただくというかたちになります。 

 

西山忠男 委員  その経費は市が払うんですかという質問です。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 経費のほうは利用料等を今度取られるようになりますので、

そういったもので運営をされていくということでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 

西山忠男 委員  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ採決を行います。 
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 議第１０号 熊本市立野外教育施設条例施行規則の一部改正

について、御承認いただくことに御異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  御異議なしと認めます。 

 議第１０号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第１１号 熊本市立小中学校の通学区域等に関する規則の一部改正について 

 

《原武尚子 指導課副課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第１２号 熊本市立小中学校の管理運営に関する規則の一部改正について 

 

《福田衣都子 指導課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  これは令和６年４月１日から小中一貫校になるということで

すよね。施設は特に変更なく今のままの施設で行うということ

でしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  はい、そのとおりです。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ採決を行います。 

 議第１２号 熊本市立小中学校の管理運営に関する規則の一

部改正について、御承認いただくことに御異議ありませんでし

ょうか。 
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 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  御異議なしと認めます。 

 議第１２号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

・議第１３号 熊本市教員等の資質向上に関する指標並びに教職員研修体系の改定について 

 

《澤田伸一 教育センター所長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  最初にお願いなんですけど、これは表が大きくて字が小さく

て、タブレットではものすごい見づらいんですよ。字を読もう

として拡大すると、どこの欄を見ているのか分からなくなって

しまって、非常に読みづらくて困ります。今度からこういうも

のは紙で配付していただきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。そこは教育政策課で資料を取りまとめ

るときにチェックをしていただくようにお願いします。 

 

西山忠男 委員  内容についてですが、危機管理能力についてなんですけど、

校長の資質の危機管理能力のところが、もう少し校長として学

校の特に防災とかその他の対策について、例えば具体的に学校

の周りをふだんから見回って危険箇所を把握しているとか、災

害時にどういう経路で避難するかということをちゃんと検討し

ているとか、もう少し具体的に書いていただいたほうがいいん

じゃないかなという気がするんです。この文章はそこまで求め

ていないような抽象的な書き方になっていると思うんですけ

ど、いかがでしょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 具体性を書いていくと、ほかの指標も非常に多くなってしま

いますので、その辺のところを配慮しながら、今御指摘があっ

たような少し具体性が分かるような書き方を今後検討していき

たいと思います。また来年度の検討課題というかたちにしてい
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きたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  西山委員、よろしかったですか。 

 

西山忠男 委員  はい、結構です。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、来年度に向けて検討をお願いします。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 

 はい。 

澤栄美 委員  文言の「教諭」などの整理をしていただいてありがとうござ

いました。 

 それで、改めて一番最後の１０ページにそれぞれの資質があ

ったので見てみると、どこもそうなんですけど、栄養教諭・学

校栄養職員のところに、生徒指導というのがあって、児童生徒

理解と教育相談というのがあるんですよね。具体的な中身を見

ていくと、生徒指導のそれぞれのステージで、例えば、１年か

ら６年目のところは、いじめ、不登校等の問題の早期発見、未

然防止の重要性について理解し、管理職への報告・連絡・相談

やほかの教職員との情報共有を図っているとか、その次のステ

ージだと、同じような感じで、最後のステージだと、似たよう

な感じですかね。 

 私が例えば栄養教諭だったり栄養職員だったりしたときに、

ここをどう捉えて自分を評価していくかなというのを考えたん

ですよね。というのは、栄養教諭、栄養職員の先生方も、給食

指導などでこどもたちに接しますので、そこで例えば給食室の

ところで１人でいることが多いですよとかそういう情報はいた

だいていたし、またある学校では、そういったこどもたち一人

一人、例えば偏食がひどいこどもたちに具体的に接していらっ

しゃる方たちにもあったりしたんですけど、実際には、でもそ

んなに接する機会というのは多くないと考えたときに、どんな

ふうに接していくかというのをある程度はっきりさせていくの

も必要かなというのを思いました。 

 それを考えると、事務職員の先生方というのも特別な支援が

必要なこどもたちに接していることって結構多いんですよね。

だから教職員全員でこどもたちを見ていくという視点に立った

ときには、事務職員の先生方にもそういったところに関わって
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いただくというのも一つあるかなとは思いました。 

 ここの一番最後の④の児童生徒・保護者への対応という中に

その辺が入ってくるのかなと思いますけど、ちょっと意味合い

が違うかなと思いますので、そのあたりを学校で具体としてで

きるかたちで下ろしていっていただけたらと思います。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 この事務職員については、先ほども申しましたように、今年

度新たにつくりましたものです。事務職員の先生方とも相談し

ながらつくり上げていく中で、今ありましたように、生徒指導

の部分は確かに関わりがあるんだけど、直接的な指導をするこ

とは少ないというところで議論しました結果、そこにあるよう

な一番下の児童生徒・保護者への支援というところでまとめさ

せていただいたところです。 

 今の澤委員の御意見を踏まえまして、来年度見直しを図ると

きに検討していきたいと思います。 

 

西山忠男 委員  今の事務職員の資質向上に関する問題ですが、学校における

事務職員の位置づけというのがよく分かっていないのかもしれ

ませんけど、すごく求められることが多いと思うんですよね。

これをもし見せられて、採用試験を受けますかと言われたら、

これは学校の先生がすることじゃないんですかと言われそうな

気がする内容が相当ありますよね。どういう人を学校事務職員

として採用しているのか、ここまで求めるものなのかというの

が私としてはちょっと疑問に感じるんですけど、その点はいか

がなんでしょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 事務職員に求める能力としては、非常に西山委員御指摘のと

おり、多くなっております。ただ、チーム学校として、事務職

員も一緒にやっていくという視点でつくったものですが、今御

指摘のように、どういう人を求めるかという視点からいくと、

もう少し省いてもいいものがあるかもしれませんので、その点

も含めてまた検討させていただければと思います。 

 

西山忠男 委員  学校事務職員の採用はどういう手順で行われていて、どうい

う人を対象に募集されているんでしょうか。その辺を教えてく

ださい。 

 

上村清敬 教職員課長  学校事務職員の採用につきましては、市長事務部局に一括し
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て募集をお願いしております。ただ、やはり行政の職員として、

あえてこの学校事務職を受けられるというからには、なぜ学校

のほうを目指すのか、やはり教育的にある程度理解があること

を問うような内容を面接等でも行っているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  もちろん、教員とは求められるものの種類も違うかもしれま

せんけど、同じ教育的なものを求めるとしても、大分程度が違

うというか、そこは学校事務職員の場合はもっと薄く広くとい

うようなかたちなのかなというふうには思います。文字にして

しまうと同じような教育的愛情とかになるんでしょうけど。そ

れは当然、教員に求められるものと事務職員に求められるもの

では大分レベルは違うのかなというふうには思いますが、全く

なくていいのかと言われると、やっぱりそれはある程度理解が

あってほしいということでここに書いてある。ただ、教員のよ

うに完璧に全部これを求めるということではやっぱりないでし

ょうね。 

 

澤栄美 委員  これが出来上がって、その後、どんなふうに下ろしていかれ

るかというのをお尋ねしたいです。というのは、以前もお願い

をしたんですけど、結局こういうものが本人たちに理解されて

自分の資質を上げていくということが一番大事だと思うんです

よ、誰かが評価するというよりは。だからどんなふうに手元に

いくように考えておられるか、ちょっと聞かせてください。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 まず３月に通知文として各学校に配付いたします。それから

教育センターのホームページにも掲載いたします。各経年者研

修、初任研、２年目研、３年目研がありますが、そういうとこ

ろで必ず研修の最初に求められる指標を提示して、こういうこ

とが今求められているんだということを確認してそれぞれの研

修を始めております。以前、これを最初につくった頃よりは、

先生方はこういう指標があるということは認識されているとい

うふうに思います。今回もそのようなかたちで認識していただ

くように努めてまいりたいと思います。 

 

澤栄美 委員  その悉皆研修ですけど、３年目研とかそういったものは割と

若い時代にはあるんですけど、後のほうの時代ではあまりない

ので、今、研修がどうなっているのか分かりませんけど。例え

ば養護教諭であれば養護教諭が集まるような研修とかあります
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よね。そういったところで一度確認をする、少なくとも存在に

ついて確認をする機会を設けていただくと、教諭や栄養教諭は

どういうかたちか分かりませんけど、そのように一つ取り上げ

ていただくと、見てみようかなというところにいくかなと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 ありがとうございます。今回作成においても養護教諭会や栄

養教諭会のほうにも御協力いただいておりますので、そちらの

ほうにも返しながら、また、今御指摘のとおり、養護教諭の先

生方が集まるときにも話題にしていただくように努めてまいり

たいと思います。 

 

澤栄美 委員  教諭は人数的に多いですけど、どうされますか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 

 教諭が人数的に多いというのは……。 

 

澤栄美 委員  養護教諭だったら養護教諭会とか、栄養教諭だったら栄養職

員会とかがあるので、割と伝えやすいと思うんですが、教諭は

非常に人数が多いですけど、その入り口はどうされますか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 先ほど１、２、３年目と言いましたが、中堅研もございます

し、教育センターのほうで１５年目研も行っておりますので、

まずはそこのところは押さえていくと。それから校長先生がさ

れる育成面談とかそういうところでもこれを活用していただく

ようにしていきたいと思います。またこれは研修にもつながっ

ていきますので、今後、研修の記録とか、自分で研修計画を立

てることになりますので、恐らくこれまで以上に先生方はこれ

を目にしながら自分の研修計画を立てたりすることになるとい

うふうに思っております。そういうことをしっかりと伝えてい

きたいと思っております。 

 

澤栄美 委員  分かりました。せっかくつくられたものですから、生かされ

るというのが大事だと思いますので、ちょっとしつこかったん

ですけど、よろしくお願いします。 

 

西山忠男 委員  まず、細かいことですみません。校長の資質のところの①管

理職としての素養の自己教育力・専門性・探究力・創造力のと
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ころに、校長（副校長・教頭）というのがありますけど、副校

長と教頭を別につくられるというお話であれば、これは削除す

べきじゃないでしょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 ここの部分は、先ほどの説明のとおりですと、削除すべきと

ころなんですが、この１年間はこれでいきますので、前回のも

のを踏襲して、ここの文言は残したところです。教頭という部

分はこの資料とはかなり違うので、全く一致しているわけでは

ありませんが、校長を目指される部分として、そこを見ていた

だくというところで、あえて残しております。次年度、つくり

直すときには、そこのところもきちんと整理していきたいと考

えております。 

 

西山忠男 委員  今の点は了解いたしました。 

 もう一つ、質問というか意見というか、資質向上に関する指

標についてです。校長の一番上のところの総合的な人間性・人

権意識のところに、豊かな人間性と高い教養を持ちという文章

があるんですけど、これよくこういう文章はあるんですけど、

自分で自分に、自分は豊かな人間性を持っているかなとか、教

養が豊かなっていうのは自分では判断できないですよね。こう

いう表現というのはどうなのかなと思うんですよ。 

 例えば私が教育委員に任用されたときに、人格高潔にしてと

いう文章があったんですよ。ここに引っかかって、私、自分で

人格高潔なんだろうかとすごく悩んだんですけど、それと同じ

ようにやっぱり校長先生も感じるんじゃないかと思うんです

ね。自分で豊かな人間性があると思えるのか、高い教養がある

と思えるのか、そこをもう少し工夫して、指標となるような文

言にできないでしょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 資質向上に関する指標なので、今もし、こういうのがなけれ

ば、それをつけていくというような部分も意味合い的には兼ね

ておりますが、委員御指摘のとおり、もう少し指標にふさわし

い表現を考えていきたいというふうに思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  ふさわしい表現を考えるということは何か書き直すんです

か。 

 

澤田伸一 教育センター  その辺のところは、また来年度のワーキンググループと、そ
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所長 れから教員育成協議会のほうでこれを策定することになってお

りますので、そちらのほうでまた議論して考えていきたいとい

うふうに思っております。 

 今、西山委員から御指摘いただいた、そこのこれを持ち合わ

せているかという部分については、今年度の教員育成協議会で

も話題になったところでございます。そのときに先ほど申しま

したように、今つけていなくても、こういうものをつけてほし

いということで文言としてこういうふうに残った経緯がありま

すので、また議論して、ふさわしい表現というのが見つかれば、

そちらのほうに改めていきたいと思っているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  ここにいらっしゃる校長経験者の人は当然、豊かな人間性と

高い教養を持っているということなんだと思いますけど、これ

も程度というか、なかなか数字で表せるものじゃないのは確か

にそうです。 

 

西山忠男 委員  ですから、指標ですから、豊かな人間性の指標とは何か、高

い教養の指標とは何かということを明確にしてもらわないと、

これ指標にならないですよねという話をしているわけなんで

す。そこのところを考えていただきたいなと思います。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 かしこまりました。そのように検討してまいりたいと思いま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに方向性としてはこういうことなんでしょうけど、これ

は指標になっているかというと、ほかの項目も指標と言われる

と、明確に指標になっているものというのは少ないかもしれま

せんね。ほかの自治体とかもこういう感じ、同じような感じな

んですかね。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 こういう感じの自治体もありますし、もっと簡略化した部分

もあって、自治体によって今のところ様々な状況でございます。

まだ熊本市と同じように、以前のものをそのまま使っていると

ころもありますので、ほかの自治体の状況もまた確認しながら、

よい表現がありましたら、それも取り入れながら改定していき

たいというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  本当に指標になっているところもあるんですか。何点とか
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何％とか、そういう指標というところもあるんですか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 

 

 本当にできているかどうかが何％ということでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  つまり指標というからには、個別の項目が何％以上できてい

るとか、そういう数値目標というか、そういう指標になってい

るところはあるんですかということです。こういう定性的な書

き方ではなくて、定量的な書き方をしているところはあるんで

しょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 すみません、今現在調べたところでは、そういう定量的なも

のはありませんでした。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、指標とは言いながらも、上から何％までに入るとか、

そういうことが書いてあるところはないわけですね。分かりま

した。そうすると、指標と呼べるのかどうかというところはち

ょっと分からないですね。資質向上に関する目標ではあるかも

しれませんけどね。 

 

小屋松徹彦 委員  かなり重複していると思いますけど、今回の指標の活用の仕

方というか、一応活用例と書いてありますけど、それで例えば

教員等のところでいきますと、指標がいっぱい書いてあります

が、こういったものを活用するというのは結果的に教員の方々

がそれを目にすることで自分を振り返るきっかけをつくらない

といけないですよね。そういうときにこの指標を果たして見る

ような機会というのがそれぞれの教員の方々に機会としてどれ

ぐらいあるんだろうかなというのをちょっと心配するわけです

ね。もう少し手元に置いておけば、たまに見るということもあ

るかもしれませんが、それがホームページにしかないというこ

とであると、なかなか見にいかないのかなと思いますので、も

っと自らを時々振り返るという意味では、もっと身近なところ

にこの指標があったほうがいいかなというのが１点と、もう少

し具体的にイメージできるような指標が欲しいなと、全体的に

そのように思いました。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 指標の具体的な部分については、また来年度に向けて検討課

題とさせていただきます。 
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 教員の手元にという点については、今、ペーパーレスでやっ

ておりますので、一応タブレット等で見ていただくかたちには

なるかと思います。 

 先ほどもお答えしましたように、校長先生方が行う育成面談

等でもこれを活用していただけると思いますので、今まで以上

に先生方は身近にこの指標を見ていただけることになるかと思

います。そういうことでよろしいでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  今おっしゃったように、機会あるごとに露出を高めていくと

いうか、そういったことは必要ですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ採決を行います。 

 議第１３号 熊本市教員等の資質向上に関する指標並びに教

職員研修体系の改定について、御承認いただくことに御異議あ

りませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  御異議なしと認めます。 

 議第１３号については、原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

日程第４ 協議 

・協議（１）「第２期 学校改革！教職員の時間創造プログラム」の延長（案）について 

 

《松永直樹 教育改革推進課長 説明》 

 

西山忠男 委員  最初にちょっと細かいことをお尋ねいたしますが、４ページ

の参考３、時間外在校等時間の１人１月当たりの平均時間で、

高校、専門学校、これは多分、ビジネス専門学校のことだと思

うんですけど、そこの教頭が７３時間２７分と異常に高いです

けど、これはどういう理由でしょうか。 
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松永直樹 教育改革推進

課長 
 私どもがお聞きした限りでは、高校・専門学校改革に伴いま

す様々な業務によりまして時間外が増えているというのは一つ

お聞きをしております。 

 

古家幸生 総合ビジネス

専門学校校長 

 データとしては７３時間と出ておりますけど、８０時間を超

えているのは、今年度は２回ではなかったろうかと把握してお

ります。年が明けましてからは５０時間ぐらいになっているの

ではなかろうかと把握しております。確かに松永課長からもあ

りましたとおり、この２年間、専門学校ではカリキュラムの変

更等、かなり会議も増やしまして、時間外のほうも増えざるを

得ない状況がありました。そういった改革の影響が一番大きい

のではなかろうかと考えております。 

 

西山忠男 委員  分かりました。それはビジネス専門学校の特殊な事情だった

かもしれませんが、やっぱり一番の問題だと思いますのは、こ

の２ページの１か月で８０時間を超える教職員数がいまだに１

５７人いるということです。当初の７９１人からすれば大分減

ったんですけど、やはり８０時間というのは過労死ラインと言

われていますから、ここをまず限りなくゼロにしないといけな

いんじゃないかと思います。これが一番の緊急の課題ではない

かと思うんですけど、どういう対策が考えられるか、お聞かせ

いただけますか。 

 

松永直樹 教育改革推進

課長 
 月８０時間を超えている教職員の中で多いのが２要素ござい

まして、教頭先生と中学校で部活動指導を行っている先生とい

うことで数字として出ております。 

 まず、中学校の部活動につきましては、現在の部活動改革検

討委員会で御意見をいただきまして３月には答申予定ですが、

その方向性に沿いまして、改革を着実に進めてまいりたいと考

えております。 

 一方、教頭先生におきましては、今、業務の分析を詳細に行

っております。例えば教頭先生が必ずしも行わないでいいよう

な業務の洗い出しについて、その洗い出した業務をほかの先生

に割り振るということで、ちょっと心苦しいところはあるんで

すが、そういった校内での役割分担の見直し、またシステムの

改修を含めましたそもそもの業務の改善等、そういったことを

進めていきたいと考えております。 
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 さらに、先ほど御指摘があったとおり、大分減りまして、１

５７人という数字になってまいりましたので、お一人ずつの状

況について分析といいますか、課題等をお聞きしながら進めて

いくような状況にはなってきたのかなと思います。そういった

個別の事案等の確認をしつつ、どのような対策ができるかとい

うのを教頭部会等で議論をし、また校長先生等にも御相談をし

ながら進めていくというようなことを今考えているところでご

ざいます。 

 

西山忠男 委員  御説明ありがとうございました。大体分かりましたけど、こ

の１５７人の教頭先生、教頭先生がかなり多いとして、やはり

大規模校の教頭がどうしても残業が多くなるという傾向がある

んでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進

課長 
 我々のほうで把握している限りにおきましては、必ずしもそ

ういったことでもないというようなこともございます。大規模

校であれば２人教頭先生がいらっしゃいますので、一概に言え

ない部分がありますけど、やっぱり生徒数が多いと負荷が高い

というのは間違いないところでございまして、そこの部分につ

いての配慮が必要です。一方で小規模校におきましても、何か

課題があれば、少人数で様々な問題を解決していくということ

での負荷、それも一方ではあるということもございますので、

そこについては目配りをしてやっていく必要があるかというふ

うに思っているところでございます。 

 

西山忠男 委員  この問題については、学校ごとにやはり現場でも考えていた

だきたいと思うんですよね。なかなか一般教員はそこまで気持

ちが回らないかもしれませんけど、この学校で８０時間を超え

て残業する人は出さないという気持ちで、教職員が一丸となっ

て取り組むというような雰囲気をやっぱりつくっていただかな

いと、なかなかこれはなくならないんじゃないかという気がい

たします。お願いします。 

 

小屋松徹彦 委員  今の西山委員に関連してなんですが、もう一つ確認をしたい

んです。先ほど課長から御説明があったときに、時間が長い人

は、参考１の説明のときに、年齢の高い人は恐らく教頭先生だ

ろうなというのはある程度予想がつくんですけど、一方で若い

先生が多いというのもありましたよね。これは多分、部活動が



令和６年（２０２４年）２月 教育委員会会議録【２月２２日（木）】 

 15

一番の原因かと思うんですけど、そのほかに何か原因って考え

られませんでしょうか。 

 

松永直樹 教育改革推進

課長 
 資料４ページ目のほうが分かりやすいかもしれませんが、参

考３で、時間外在校等時間の１人１月当たりの平均時間を記載

しておりますけど、若年層については、小中学校ともに２０代

が非常に多くなっております。これは採用してすぐということ

で、業務に不慣れであるとかそういったことが影響していると

考えておりまして、現在、時間創造プロジェクトや分科会等に

おきまして、先生方が参考にできる実務研修やマニュアル等の

在り方が考えられないかというようなことを含めまして対応し

たいと考えているところでございます。 

 

小屋松徹彦 委員  要するに校務が若手のほうにしわ寄せがいくといいますか、

若手のほうにどんどん負担をかけていくみたいなそういったこ

とはないですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  それは誰か学校の中に詳しい人がいいかもしれませんが。 

 

田口清行 教育次長  実際に校長先生方の面接の際に学校の状況ということでお伺

いしました。その中で、全てではありませんが、やはり教頭先

生が非常に時間外の多い方がいらっしゃる。それから若い人た

ちもやはり、先ほど課長のほうからもありましたけど、業務が

若い人たちにというよりも、やはり不慣れでなかなか手順です

とか、そのあたりで時間がかかるというふうなことがあるとい

うことはありました。ですので、校長先生たちと話した中では、

やはり校内でベテランの方とペアを組まれたりとか、チームで

少しでも時間を上手に使えるようなアドバイスをしていただい

たりとか、一緒に仕事を進めることで時間を短くしていただく

というふうなことでお願いをしたいと、校長先生方からの話も

含めてお話をしているところでございます。 

 

澤栄美 委員  ２点ですけど、１点目は３ページの参考１の年代別の人数で、

それぞれの例えば職種別でいうと、教頭、校長先生、園長先生

とか、職種別で人数が違うと思うんです。母数が違うので、た

だ人数を比較することってできないですよね。だから、割合で

も分かるといいかなというふうに思いました。それは年代別で

も一緒だと思いますけど、今はやっぱり２０代ぐらいもかなり
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多くなってきているかなと思いました。 

 それから、もう一つは６ページで、第２期プログラムの延長

で主な見直しの中の②のところ、さっき触れられましたけど、

課業日外に行っていた地域行事等の参加の在り方というところ

です。例えば日曜日とか、餅つき大会とか、そういうのには行

きたくないなという声はかなり現場でもあっているというのは

私も承知しているんですけど、例えば私が知っている例では、

五福小学校で風流街浪漫フェスタというのが１０月にこどもた

ちの総合的な学習の学びの発表の場も含めて地域と一緒に行う

ものとか、城東小学校の健康教育に関わるものとか、地域とや

ることで、学校の教育がまた価値あるものになっていくという

ものはあると思うんですよね。 

 私は五福にいましたので、具体的に知っているところでいう

と、その日はお休みの日なので、別の日にちゃんと代休がある

わけですよね。そういったものはなくさないようにしないと、

地域の人と接するのは不得意なんだよねという先生はかなり多

いんですよね。でも実際、いろんなことをやっていくと、これ

からコミュニティスクールとかいろんなことを進めていきまし

ょうという今の教育委員会の方向性から考えても、何となく不

得意だからここはやめていこうという流れにならないようにし

たいなというのが一つあります。 

 また、③のＤＸの推進というところで、欠席連絡等があるん

ですけど、一部でちょっと聞いたのが、中学校になると、自分

で欠席連絡をしてしまうので、どうもこの子はちょっとどうか

なというときには先生方が早くに親御さんに連絡をするとか、

そういったことはやっているということではありましたけど、

その辺が課題を抱えているこどもの対応に悪いほうに影響しな

いようにしてもらいたいなというふうに思っています。 

 ２点と言いながら、３点、４点になっていてすみません。そ

れから、④の文書収受及び調査回答というところなんですけど、

現場ではいろいろな調査が入ると、例えばストレス調査のとき

とかは、よくみんなで冗談みたいに言われるのが、これ自体が

ストレスなんだよねというように、そんな言い方で仕方なくや

っているみたいな声はたくさん聞こえるわけですよね。だから、

この調査回答の結果についてどういうふうに役立てるのかと

か、そういったものを明確にお知らせするのと同時に、実際に

調査で自分たちが言うことによりこんなふうに変わるんだなと

いうような内容にしていただけるといいのかなと思いました。 
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松永直樹 教育改革推進

課長 

 まず、１点目の御指摘の表の部分でございますが、もう少し

分かりやすいような表記といいますか、資料の追加等も準備を

して御提示をさせていただきたいと思います。 

 次に、地域行事等につきましては御指摘のとおりの部分がご

ざいまして、これからさらに地域に開かれた学校ということで、

様々な取組も進めていくことになりますので、単純に地域と連

携した行事をやらない、教育活動をやらないということではな

く、例えばこれも先ほど触れていただきましたが、総合的な学

習の時間等に組み込むでありますとか、土日に行わず、平日で

もよいというものについては平日に開催をしていただく等の新

しい取組を進めていくということができないか。さらには、例

えば例年１０人ずつ教職員に参加していただいているイベント

が本当に１０人必要なのか、二、三人でよくないかとかそうい

うことがあれば、そういったこともあわせて地域の皆様の御理

解を得ながら進めていくというようなことを考えております。 

 

中川浩二 教育政策課長  委員御指摘の欠席連絡等、今年度、小中学校合わせて１４校

ほどでアプリの導入試験を実施させていただきました。この欠

席連絡等につきましては、保護者のほうに、こどもと紐づいて

登録のお願いをしておりまして、保護者も最大で４名ほど登録

ができることになっております。欠席の連絡をすると、その登

録をされた保護者全ての方が情報を見ることができるという仕

様になっておりますので、先ほど御懸念がありましたこどもが

勝手に欠席を自分自身で連絡するというような部分について

は、把握できるような仕組みというものを構築しているところ

でございます。 

 次に、文書の調査等につきましてお答えをさせていただきま

す。確かに最近はアンケートであったり、学校にお願いしてい

る調査ものというのは非常に多くなっている傾向がございまし

て、度々、学校のほうからも、整理についてしっかりやってい

ただきたいということで御要望もいただいております。我々も

各課へしっかり調査の目的をまず明確にすること、調査の後に

はそれをフィードバックするというところも含めてお願いをし

てきておりまして、確かにストレスチェック等、必要な照会も

多々ございますので、しっかりそこはやっていきたいというふ

うに思っているところでございます。 
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村田槙 委員  先ほど大規模校、小規模校での教頭先生の業務についてのお

話がちょっとあったときに思い出したんですけど、もちろん大

規模校に勤めておられる先生方はやっぱり人数が多いこととい

うのが仕事量に直結していくというのもありますし、人数が少

ない小規模校は、人が少ない分、保護者や地域の方などとの関

係というか、コミュニティ、つながりが密なので、それはまた

抱えるストレスというのが違うんですよとおっしゃっているの

を聞いたことがあります。教頭先生が何年かで異動されたりし

ますよね。大規模校だった先生が小規模校に行くこともあるで

しょうし、小規模校だった先生が大規模校に異動されてびっく

りされることもたくさんあると思うんですけど、これはもちろ

ん教頭先生だけじゃないですけど、それぞれ全く違う環境に異

動したときのギャップというか、そういうところから生まれる

ストレスというのが増えないようにしてほしいなというのが感

想です。 

 自分の意見なんですけど、２つありまして、こちらの資料の

１１ページの教育課程の総合的な見直しのところです。ちょう

ど高校生との意見交換会に１月に参加させていただいたとき

に、とにかく課題が多くて自分の時間が持てないんですという

ふうに言っている生徒さんがいて、時間が持てない、ゆとりが

持てないという声もあったんですね。年間授業時数を見直すと

いうのは、もちろん数字として出すためにも、しっかり改革さ

れていくのが必要だとは思うんですけど、その見直しがイコー

ル、単純にこどもに課題でさせることが増えるというふうにな

らないようにはしてほしいなと、保護者としては感じました。 

 それから、もう一冊のほうの資料のこの冊子のページでいえ

ば３２ページ、資料データでいえば３６ページになるんですか

ね。部活動のことが書いてあるところなんですけど、現状と課

題というのが書いてあるところです。 

 

遠藤洋路 教育長  ３６ですかね、右下の番号は。 

 

村田槙 委員  紙のページのところには３２と打ってあって、データでは３

６ページですかね。現状と課題のところ、つい数日前にもニュ

ースで部活動改革のことについては報道がされていましたけ

ど、報道されるようになってから、当初から部活動改革検討委

員会が出している結論の中で、どうしてもマスメディアの中で

は、部活動を継続するということ自体が大きく取り上げられて
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しまいました。でも、あくまで一番のポイントは、教職員が指

導を希望する、しないを選択できること、地域の人材も含めて、

望む人が指導していけるようにするというところがポイントだ

ったと私は認識をしていて、部活の顧問をしたい先生としたく

ないと考える先生が両方いて成り立つ環境になるように向かっ

ていっていること、ここがポイントだったんじゃなかったかな

と思います。この場で何回も私も言わせていただいているんで

すけど、あくまで活動したい先生が責められることも、したく

ないと考えている先生が仕事をしづらくなることもどちらも決

してない環境になっていってほしいなというふうに感じていま

す。 

 

松永直樹 教育改革推進

課長 
 まず１点目の教育課程等の総合的な見直しの部分での課題提

出に安易に頼らないということ等につきましては、そういった

御意見が出ましたことを踏まえまして、また議論を進めてまい

りたいと考えます。 

 また、２点目の部活動改革検討委員会の答申の方向性につい

ての御意見ですが、委員おっしゃられますとおり、指導を希望

する先生が指導する、地域人材の方々と共にということは非常

に大きな柱でございます。一方で、なかなか報道等でそこら辺

が取り上げていただけていないと。存続だけがクローズアップ

されているというような状況がございます。そういったことか

ら部活動改革検討委員会におきましても、委員の皆様から、し

っかりとこの答申に関する周知広報をまず図ってほしいという

ような御意見も出ておりますので、我々としましても様々な場

面を通じて行ってまいりたいと思っております。また、取材等

に来られます報道機関の皆様にも、そこの点について必ず言及

をするようにしておりまして、なかなかそれが結果に出ていな

い部分もあるんですけど、今後もしっかり伝えていきたいと思

います。あわせて、保護者やこどもたち、地域の皆様にも同じ

ように御理解をいただくように説明をしてまいりたいと考えて

おります。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ、本件は以上といたします。 
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日程第５ 報告 

・報告（１）小中一貫教育及び小中連携教育に関する調査結果について 

 

《福田衣都子 指導課長 報告》 

 

村田槙 委員  この調査のアンケートの結果が別冊の資料であるのを拝見し

ていて、質問の学校に行くのは楽しいですかとか、学校の中に、

あなたの気持ちを分かってくれる人はいますかというのは分か

るんですけど、質問の３番目の同学年の友達はたくさんいます

かという質問は、これは必要なのかなというのがちょっと引っ

かかっていて、そこはどういう意図でというか、設問があるの

かをちょっと確認をさせていただきたいなと思います。 

 

福田衣都子 指導課長  これは数年続けている質問紙で、質問を変えずに聞いている

ところではございます。 

 また、質問４のほうに、異学年の友達はどうですかと聞いて

いますので、これが直接小中一貫というよりも、同学年の友達

の状況を知ることで、異学年の友達はどうかなというところと

も比較して考えていけるのではないかと感じております。 

 

村田槙 委員  異なる学年に仲がいい人がいるかとか、あと後半のほうで、

授業の内容が分かっていますかとか、意欲的に学習に取り組ん

でいますかという、そうしているべきなんだろうなという項目

の質問が並んでいる中で、この友達は多くいますかというのが

入っていると、たくさんいないといけないのかなと感じてしま

うお子さんがいるかもしれないなとちょっとそこが引っかかっ

たので、確認をさせていただきました。ありがとうございまし

た。 

 

西山忠男 委員  保護者質問１１で、小中一貫教育、連携教育について期待す

る内容はなんですかということで、学力の向上、学習意欲の向

上と小・中学校間の滑らかな接続などが上位に来ているわけで

すが、去年かおととしか、二岡中と託麻東小を訪問したときに、

小・中学校間の滑らかな接続というのは非常にうまくいってい

るという話で、なるほどよかったなと思ったんですけど、学力

の向上、学習意欲の向上について効果が上がっているというデ

ータは今、出ているんでしょうか。教えてください。 
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福田衣都子 指導課長  学力の向上、学習意欲の向上が出ているというところまでは

まだ分析ができておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  これは分析はしているんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  いえ、まだそこまではできておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  いや、できていないというのは分かるんですけど、それはし

ている途中だということですか。それとも着手していないとい

う意味ですか。 

 

福田衣都子 指導課長  はい、まだしておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  それはしたほうがいいんじゃないですか。 

 

福田衣都子 指導課長  今後検討していきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 

 

《福田衣都子 指導課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ６ページの市基準値との比較とそれから７ページの全国平均

との比較を見ると面白い傾向が見えて、長座体前屈は基準値に

比べると向上しているんですけど、全国平均に比べると２ポイ

ントほど低いと。逆に２０メートルシャトルランは市基準値を

上回っているところは全くないんですけど、全国平均で見ると

２ポイントほど高いということで、結局、長座体前屈は前から

悪かったので、現場で一生懸命、改善に取り組んでいるという

ことなんでしょうか。教えてください。 

 

福田衣都子 指導課長  委員御指摘のとおり、長座体前屈はかなり課題だというとこ

ろは私たち、認識しておりまして、それに向けて学校へのアド
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バイスや担当者会議での説明等も重ねておりますので、意識し

て取り組んでいただいている結果も要因にあるのではないかと

考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（３）令和５年度（２０２３年度）心のアンケートの結果について 

 

《吉里麻紀 総合支援課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ちょっと言及されましたけど、１０ページの自己有用感とい

じめ被害者の発生率のグラフをちょっともう少し説明していた

だきたいんです。これどういう意味なのかなと思って、よく分

からないんですが、自己有用感があれば、いじめられないとい

うのが役に立っているという意味なんでしょうか。自己有用感

があっても、いじめられるというのが役に立っていないという

ところに相当するんでしょうか。ちょっと教えてください。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  私たちとしましては、いじめを受けると、自己有用感が下が

る、またはどちらのほうもあるのかなというふうに分析をして

おります。 

 

西山忠男 委員  役に立っているというこの表現が理解できない。何がどう役

に立っているという意味なんでしょうか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  失礼いたしました。役に立っているというのは、学校生活の

中で何らか誰かの役に立っていると感じているという生徒の数

でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  これ、役に立っているという選択肢を選んだ人という意味で

すか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  そうです。 

 

西山忠男 委員  それといじめに関しての発生率の関係というのが分からない
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です。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  失礼しました。これはいじめの被害を受けたと答えた児童生

徒の中で自己有用感を感じていると答えた生徒の相関関係がど

うかというものを調べたものです。いじめの被害を受けた生徒

の中で、自己有用感、役に立っている、まあまあ役に立ってい

るというこどもたちがどれほどいるのかというところを確認し

ております。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  学校生活の中で誰かの役に立っていると感じることはありま

すかという質問で、「役に立っている」と答えている人ほど、い

じめの被害を受けている割合が少ないということなんでしょう

かね、この結果でいうと。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  はい、そのとおりです。 

 

遠藤洋路 教育長  それが総合支援課のさっきのお話だと、いじめを受けた人の

ほうが自己有用感が下がるということもあるし、自己有用感が

高い人ほど、いじめを受けにくいということもあると、そうい

うことなんですかね。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  そのとおりです。どちらかというと、前者、いじめを受ける

ことによって自己有用感が下がるという傾向があるのではない

かということで分析しております。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 この選択肢は「役に立っている」と「役に少し立っている」

「役にあまり立っていない」「役に立っていない」というふうに

１０ページには書いてあるんですけど、最初のページだと、「役

に立っている」と「まあまあ役に立っている」というふうに答

えた児童生徒の割合が出ているんです。「まあまあ役に立ってい

る」と「役に少し立っている」は同じことということでよろし

いんでしょうか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  実際の項目では、「役に立っていると感じていることが少しあ

る」と「あまりない」「ない」ということで答えをいただいてお
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ります。 

 

遠藤洋路 教育長  そうすると、この１ページ目の「役に立っている」と「まあ

まあ役に立っている」と答えた児童生徒の割合というのは、「役

に少し立っている」というほうが正確だということですか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  失礼しました。「ある」「少しある」、その両方の児童生徒の数

を出しております。 

 

遠藤洋路 教育長  いえ、私の質問は「まあまあ」と「少し」というのは同じこ

となんですかという質問です。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  そのとおりです。 

 

遠藤洋路 教育長  「まあまあ」じゃなくて「少し」が正しいんですね。しつこ

いですけど。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  実際の質問では「ある」「少しある」という説明で聞いており

ますので、そこで少し日本語が変わっております。失礼いたし

ました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。「少し」と「まあまあ」は同じなのかと言われ

ると、何となく違うような気もするので、それぞれ表記は正確

にお願いしたいと思います。 

 

澤栄美 委員  ６ページで、誰に話をしましたかというところで、案外、担

任の先生に相談しているというところはうれしい結果かなと思

います。以前、大分前に見たのでは、家族が一番、特に小学校

なんかは多かった記憶があるので、担任がそれだけ相談に乗っ

ているということはいいことかなと思いつつ、１１ページで、

いじめの早期発見・早期対応についてのところで、さっきもち

ょっと相談について触れられたと思いますけど、安心して相談

できる環境づくりや仕組みが求められるということで、これは

具体的にはどんな仕組みとかそういったものを考えておられる

かというのをお聞きしたいと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  仕組みづくり自体はこれから協議をしていくところではあり

ますけど、回答の中で、知られたくないとか、心配をかけると
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いうようなこどもたちの意見があります。いじめなどを大人や

周りの方に相談することは決して心配をかけることではなく

て、そのことで悩んでいること自体が大人としては心配だよと

いうようなことをメッセージとしてこどもたちに伝えていくこ

とであったり、いじめということは誰にでも起こることでもあ

るので、知られたくないとか、恥ずかしいことではないんだよ

ということをぜひこどもたちに伝えていきたいなと。そういっ

た意味で、安心できる相談できる環境づくりをその一つとして

取り組んでいきたいなと考えております。 

 

澤栄美 委員  タブレットに相談できる仕組みをつくっているというところ

もあるかと思うんですけど、今言われたように、相談すること

自体が大事なんだというところを知らせるというのも非常に大

事だと思うんですね。というのが、７ページの「知られたくな

い」「心配をかける」「さらにいじめられる」というところです

けど、中学生で特徴的なのが「解決しない」というところが非

常に多くなっているんですよね。今年度、小学校の教科書の採

択がありましたけど、道徳の教科書の中でも、いじめについて

取り上げている部分が結構ありましたし、そういったことで、

しっかりと一次予防的な部分の指導をやっぱり学校でしっかり

とやっていくというところも学校のほうに理解してもらえるよ

うに教育委員会からもお願いしていくといいのかなというふう

に思いました。 

 

西山忠男 委員  関連してですけど、城東小学校で小学生、中学生の何人かと

面談したときに、いじめのことを強く言われたんですよね。そ

れで、彼ら、彼女らにとっていじめが非常に切実な問題なんだ

なということがよく分かりました。そのときに、もっと先生に

話しやすい相談しやすい雰囲気をつくってくださいと言われた

んですよね。このデータを見ると、結構担任の先生には相談し

ているんだけど、それでもやっぱりそういう意見が出るという

ことは、まだまだ隠れた相談できない人たちがたくさんいるん

だろうなということを今、思いました。ですから、そのことを

現場の先生方に伝えていただいて、気軽に相談できるように体

制をつくってくださいと、そういう雰囲気をつくってください

とお伝えいただければありがたいと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  校長会や生徒指導主任・主事会等でもそういったことをお伝
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えしていきたいと思います。 

 

村田槙 委員  私も、この相談したくてもできなかった児童生徒というとこ

ろの、１１ページの、安心して相談できる環境づくりや仕組み

というところを見て、今回のこどもの権利サポートセンターと

か、こどもたちの声をどんどん早い段階で拾ってもらえるよう

になったらいいなというふうに思うんです。 

 あるこどもがいて、いじめを受けていました。物を捨てられ

たりとか、隠されたりとか、人の物を隠してその子がやったと

いうふうに犯人扱いされたりとか、そういういじめがずっと続

いていて、１年以上続いていて、それをその子は親には話さな

かったんですよね。でもそれはまさしくこの中にもありますけ

ど、心配をかけたくない、親に悲しい顔をさせたくないという

理由から話をしていなかったんですけど、そしたらある日、そ

の子の自宅に死ねと書かれたはがきが届いて、それを保護者が

直接受け取ったことで、こどもがいじめられていることを親が

初めて知って、そのときにその子が親にものすごく泣いて怒ら

れたと。何で自分に話してくれなかったんだと。そのとき怒ら

れて初めて、その子は自分が心配かけたくないなというふうに

思ったこと自体が正しくなかったんだなというふうに思ったん

ですね。 

 だからその子は、今でもいじめを苦にした自殺などのニュー

スを見たときに、親は何していたんだとか、親が気づくべきだ

っただろうというふうに亡くなった子の家族がたたかれたりす

るニュースがあるのを見るたびに、こどもがなぜ親に話さなか

ったのかという気持ちがとてもよく分かる。すみません、これ

は実は私の話なんですけど、そういう経験もあるので、本当に

こどもさんたちの中で親に心配させたくないという人がきっと

いっぱいいて、そうした子たちの声を権利サポートセンターと

か、早い段階でたくさんどんどん拾ってもらえたらなと思いま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  何かコメントはよろしいですか。大丈夫ですか。分かりまし

た。 

 ほかに御意見、御質問がありましたらお願いします。よろし

いですか。 

 ぜひこれは先ほど村田委員からもありましたように、こども

の権利サポートセンター、こども局とも連携して対応していた
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だきたいと思いますので、この調査結果をこども局にも共有し

ていただいて、一緒に取り組んでいくようにしていただきたい

と思います。 

 一つ、最初に言ったことに戻るんですけど、今年度の調査の

一番大きな特徴として、自己肯定感というか、自己有用感とい

うんですか、誰かの役に立っていると感じたこどもの割合が増

えているという、これはいいことかと思うんですけど、なぜ急

にこんなに増えたんでしょうか。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  課の中で協議した中では、コロナが明けまして、いろんな行

事ができるようになった中で、こどもたちが自分の得意分野で、

その力であったり、役割を発揮できる機会が増えているのでは

ないだろうかというふうに分析をしております。 

 

遠藤洋路 教育長  なるほど。分かりました。そういうことで増えたのでしたら

非常にいいことかなと思いますので、ぜひこれが続くようにや

っていただければと思います。 

 ほかに御意見、御質問はありますか。 

 御発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

日程第３ 議事 

・議第１０号 熊本市立野外教育施設条例施行規則の一部改正について（追加説明） 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 先ほどの熊本市立野外教育施設条例施行規則の一部改正のと

ころで、西山委員から御質問をいただきました点に関しまして

誤った答弁をいたしましたので、修正させていただければと思

います。 

 西山委員からは、熊本市から指定管理者へ指定管理料を支払

うのかというような御質問がございました。そのとおりでござ

いまして、指定期間中、熊本市から指定管理料をお支払いする

ということで、私の説明でそこが抜けておりましたので大変申

し訳ございませんでした。訂正しておわび申し上げます。 

 

遠藤洋路 教育長  利用料金も取るけど、市から指定管理料も払うと、両方とい

うことですね。分かりました。 
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日程第６ 自由討議 

・自由討議（１）ＩＣＴ教育の進捗状況と今後の課題について 

 

《吉田潔 教育センター副所長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、自由討議に入ります。 

 時間は３０分程度を目安といたします。 

 どなたからでも結構ですので、自由に御発言がありましたら

お願いをいたします。 

 

澤栄美 委員  ＩＣＴ教育の進捗状況と今後の課題についてということで、

以前にこういうのをやってほしいということで、今回はありが

とうございました。 

 ７ページにリーディングＤＸスクール事業の取組についてと

いうことで、国のほうでもやはり学校間の格差があるというこ

とを言われていて、実際、二極化している状況が校内でも、全

体の学校間でもあるのかなと思ったときに、やはりそこをどう

いうふうに埋めていくかというのが今後の課題なのかなという

ふうに思うんです。例えば悉皆研修で、これは１３ページに悉

皆研修を受ける人たちがいて、ほかの自主研修でも拾い上げて

いこうというようなことがあると思うんですけど、こういった

例えば情報モラル教育推進リーダー研修とかを受けた方とか管

理職とかが学校でそういったことをどう広げていくかなという

のを考えたときに、やっぱりそこがうまく広がっていかないと、

どうしても校内の二極化というのも進むし、学校でそれをきち

っと持ち帰って広げようという動きがある学校とそうでない学

校では、やっぱり差が出てくると思うんですね。 

 先ほど動画で川上小学校の実践があって、熊本大学の前田康

裕先生が入って研修をされていました。熊本大学の教職大学院

の情報教育研究会が先週の土曜日にあったんですけど、タイト

ルが「新しい校内研修のあり方を考える」ということで、実際、

川上小学校の事例も研究主任の先生が出られて紹介がありまし

た。授業改善プロジェクトということで、単にＩＣＴを活用す

るということじゃなくて、授業を改善する中で、やっぱりＩＣ

Ｔをどう使うかというところを先生たちが考えていくような研

修が各学校で必要なのかなというふうに思っています。 
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 そのときに出された資料の中に、「『令和の日本型学校教育』

を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について」という令

和４年１２月１９日の中央教育審議会の答申があり、その中に、

「個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて」というのは、

これは令和の日本型教育の文言ですけど、「『主体的・対話的で

深い学び』を実現することは、児童生徒の学びのみならず、教

師の学びにも求められる命題である。つまり、教師の学びの姿

も、子供たちの学びの相似形である」ということで、こどもた

ちに主体的・対話的で深い学びを、そういうことをやっていく

ような教育をするために、教師がやっぱりそういう学びをしな

いとこどもたちにそれはできないでしょうという考え方だと思

うんですね。 

 ですから、やはりこういった校内研修を変えていくというこ

とも非常に大事だし、悉皆研修を受けた皆さんが学校にその大

事さを知らせていくというのもすごく大事なのかなというふう

に、この資料をじっくり見せていただいて思ったところです。

この間の総合教育会議のときも最後にちょっと触れさせていた

だいたんですけど、先生たちも一生懸命やろうとしていらっし

ゃるので、それが全体に広がるような校内研修というのもしっ

かり広げていっていただけたらなというふうに思っています。 

 
遠藤洋路 教育長  校内研修についてということですね。 

 何か、事務局からコメントはありますか。 

 
吉田潔 教育センター副

所長 
 今おっしゃられるように、悉皆研修の内容を現場の先生方全

体にどう広げていくかというのはやはり課題かなというふうに

思っておりますので、学校で下ろしていただく機会も設定する

とか、ちょっとこのあたりも我々のほうで考えていかなくちゃ

いけないところかなと思っています。 

 校内研の改革については、今日も会議があり、そのお話が出

ておりまして、学びの相似形という言葉がありましたけど、先

生方が自分事にしていく研修というのはとても大事かなと思い

ます。これまでも小学校も中学校も丁寧に校内研修を行ってい

ただいておりますが、自分にとって今何が課題なのかというこ

とをやっぱり冷静に見て、ある学校では、そういう同じ課題を

持たれる先生方がチームを組んで、ゴールに向かって１年間通

して学んでいくというのをされている学校もございましたの

で、そういう校内研修自体の在り方も広めていく必要があるか
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なと思っているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  この資料でいうと７ページですかね。リーディングＤＸスク

ール事業の取組についてということで、これは国の資料ですけ

ど、数年後に想定される端末更新時期を迎える前に全国全ての

学校でというふうにある。熊本市の場合は、もう１年後に端末

の更新を迎えることになりますので、その更新に当たって、や

はり全ての学校で今までやってきたことが格差がないようにし

ていかないといけないということで。そういう意味で、このリ

ーディングＤＸスクールのやっている学校が、１１ページです

かね、ほかの学校とちゃんと違いが出ているというか、成果が

一つ出ているというのは大変意味のあることだと思うので、こ

れをいかにその研修を通じてほかの学校、熊本市の全ての学校

に広めていけるかという、そこはすごく今とても大事なところ

だと思いますので、まさに今、澤委員がおっしゃったとおりか

なというふうに思います。 

 
澤栄美 委員  自分がお願いしますって出した議題なのでいっぱい言います

けど、今教育長が言われたように、本当にそこの赤で囲んであ

る部分がリーディングＤＸスクールでは上がってきているとい

うことで、非常に大事だと思っていて、これからどういう人材

を学校教育、社会教育も含めてですけど、その中で育成してい

くかというのを考えたときに、答えのあるものを言えるこども

じゃなくて、答えのないものに対してどう課題を立ててやって

いけるかというこどもをつくっていくのが学校のこれからの役

割だということを、みんなが自覚するのがやっぱり大事だろう

と思うんですよね。 

 やっぱりどうしても私たちは自分が受けた教育をそのままや

ろうとする傾向があると思うので、やはりそこが違ってきてい

るということを共通理解する必要があると思います。ちょうど

毎月やっている読書会で最近、専門性についての本を読んだん

ですけど、その作者の方も、これからどういう人材をつくって

いくかというときにそういう答えのないものを生み出していく

ということが大事だと書かれていました。ほかの本でもかなり

最近はそういうことが語られていますので、教育に当たる人た

ちがその意識をまず変えるということを大事にするというとこ

ろで、今どういう時代にあるかというのを先生方も自覚するよ

うな、いつも苫野委員が対話と言われますけど、そういった対
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話が学校でまずできていくことも大事かなというふうに思いま

す。 

 
遠藤洋路 教育長  今の学校の授業とか活動の中で、今、澤委員がおっしゃった

答えのない課題に取り組むというのがどのぐらいあるのかなと

いうのを考えると、どうしても教科の中だと答えがあることも

多いのかもしれないですね。探究とか、あるいは道徳とか、そ

れ以外の学級活動とか行事とか、そういう特別活動ですね、そ

ういうものというのは答えのないものであったり、音楽とか美

術とかもそうなのかもしれませんけど、何かそういう活動をど

のぐらいこれから重視してやっていけるか、意図的にそれをや

っていけるかというところはとても大事なんだろうなというふ

うに今意見を聞きながら思いました。だから、探究が大事だと

いうのはそういうことなんだと思いますから、それは総合的な

学習の時間とかだけでなくて、それ以外の時間でも探究的な活

動をいかに増やしていけるかというところは、今の私たちが直

面している大きな課題というか、挑戦なのかなというふうに思

います。 

 実際、どうでしょうね。答えがないことに取り組むというの

は、先生も準備が大変だし、なかなかそれは簡単ではないでし

ょうけど、何かその辺のところ、今、澤委員がおっしゃったよ

うに、今までの自分が受けてきた授業じゃないものをやるとい

うそこの難しさというのは、例えば教育センターの研修であっ

たり、学校訪問であったりみたいなところで、どんなふうにそ

れぞれの学校、あるいはそれぞれの先生に対してやってもらっ

ているのか、何かその辺の考え方があったら教えていただけま

せんか。自分がやったことないことをやってくれというだけじ

ゃきっと難しいですよね。それはどうやったら可能になるんで

すか。 

 
吉田潔 教育センター副

所長 
 今、学校訪問等も一区切りついたところではございますけど、

以前の私が経験した学校訪問のときには、１時間のこまの中で

同じ教科であれば２人、３人いて、指導主事から指導いただく

という場面があったんですけど、今はもうほぼマンツーマンに

近い状態で、オンラインでの実施をしております。熊本市が目

指す授業、３つ視点がありますけど、それに基づいた指導をし

ていくということは丁寧に今やれているのではないかなと思っ

ています。 
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 ただ、なかなかやっぱり授業改善、なかなか変わらない部分

もあります。従前からステップアップサポーターという役割の

方々がおられるんですけど、授業づくり、指導案づくりから一

緒に関わっていくというのを丁寧に今やっているところでござ

います。スムーズに変わるというわけにはいかないかもしれま

せんけど、地道に、今２年に１回学校訪問に行くようにしてあ

りますので、できるだけ全員の先生方の授業を見ていくという

ことで対応しております。そういう個に対して指導主事が関わ

っているというのが熊本市の大きな特徴ではあるかなというふ

うに思っています。よろしいでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。一人一人の授業を直接見て、そこにアドバイ

スをするという、そういうことで進めているということですね。

はい、分かりました。 

 
西山忠男 委員  ８ページのリーディングＤＸスクール事業の取組というのが

あって、ここで様々なＩＣＴ教育の目標のようなものが羅列さ

れているわけで、次のページには５つの小学校、中学校でこう

いったリーディングが実践されているということで、大変喜ば

しいことだと思います。 

 これはだんだん全体に広がっていくんだろうと思うんですけ

ど、こういう状況の下でやはりちょっと気になるのは、特別支

援教育におけるＩＣＴ教育の目標をどのあたりに置くのかとい

うことです。以前、野田先生から特別支援教育でもタブレット

は有効に活用されていますと伺っていますけど、もし、もう少

し具体的に、例えばあおば支援学校とか平成さくらでどういっ

たところに目標を定めているのか、あるいは、特別支援教育に

おけるＩＣＴ教育の難しさ、あるいは課題というようなものが

今見えているのであれば、分かる範囲で教えていただければあ

りがたいと思います。いかがでしょうか。 

 
野田建男 特別支援教育

室長 
 ＩＣＴの活用について、全体的な目標を特別支援教育のほう

で掲げているかというと、出していません。ＩＣＴ、タブレッ

ト等につきましては、個別の目標に応じて使っていくというこ

とにはしていますので、障がいが重いお子さんには重いお子さ

んなりの使い方があったり、軽いお子さんについては通常学級

と同じような使い方をされたりする方もいます。お子さん方の

将来の社会参加のことも考えながら、こどもたちには指導をし
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ているところでございます。 

 御質問の長所につきましては、先ほど申し上げたように、特

性に合わせて対応ができております。あと、こどもたちにとっ

ては学習意欲が高まるとか、また、音声とか、アニメーション

とか、視覚的な支援とかもできるので、学習内容の理解もやっ

ぱり高まってくるかなと思っています。それから、ドリル等も

使っている特別支援学級等のお子さん方にとっては自主学習あ

たりもできます。特別支援学級の中にたくさんのこどもたちが

いらっしゃいますので、先生がお一人で対応されている場合、

一人の子に教えている間、もう一人の子はドリル学習するとい

うこともあります。自主学習的なことで主体性が育つというと

ころもあり、いい点がたくさんあるなと思っているところです。 

 課題につきましては、依存的な部分を抑えたりするのが難し

いお子さんも多いので、タブレット等、やっぱりインターネッ

トとか、そういった部分に頼ってしまうということはあるのか

なと思います。やめる時間を決めても、なかなかそこがやめら

れないなど。それと、インターネットの適切な使用という部分

では、最終的に被害を受けてしまうということもございますの

で、リテラシーとか、情報モラルあたりも教えていかないとい

けない。そういったところは課題と思っております。 

 
西山忠男 委員  お子さんによって大分事情が違うというのはよく分かります

けど、私が思うに、やはり今の社会ってスマホが使えないと非

常に不自由な社会になってしまったので、取りあえずお子さん

たちが卒業したときに、スマホぐらいはある程度自由に使える

ようなＩＣＴ能力をつけてあげられたらいいかなという気がし

ています。よろしくお願いします。 

 
遠藤洋路 教育長  このスライドの一番最後のページに、デジタル教材で特別支

援教育からも注目と書かれていますけど、確かに学校を見に行

くと、特別支援学級ではよく教育センターがつくっているアプ

リを使っていますね。結構な割合で使っているので、役に立っ

ているんだなというふうに思います。特別支援学校では、この

前見に行ったときは節分で豆まきしていましたので、あまりタ

ブレットを使っていませんでしたけど、ふだんは使っているん

ですかね。特別支援学校ではどんな感じなんでしょうか。 

 

野田建男 特別支援教育  特別支援学校につきましても、こどもの個に応じて使い方は



令和６年（２０２４年）２月 教育委員会会議録【２月２２日（木）】 

 34

室長 違うと思いますが、一番使われるのは写真とか、そういった視

覚的なものを提示したりすることが多いと思います。特別支援

教育ではこどもたちの主体的に動いてどうするというふうなと

ころが目的になるので、自身で操作して自分の好きな写真を選

ぶとか、ほかには、アプリとかで簡単な数を数えたりとか、足

し算をしたりとか、絵本をアプリで読んでもらったりとか、そ

ういった使い方はしているかなと思います。 

 

澤栄美 委員  今のことで、読み書き障害があるこどもで、この間ちょっと

お話ししましたけど、代表の菊田さんの研修のときに、菊田さ

ん御自身のお子さんが読み書き障害があって、授業時にパソコ

ンを持ち込んで、拡大したプリンタなんかも自前だったみたい

なんですけど、そういうのを使っていたということで、熊本市

の場合も何かそういったこどもさんはやっぱりいらっしゃるん

でしょうか。 
 

野田建男 特別支援教育

室長 
 読み書き障害については、全体的に読み書き障害があるかな

いかという診断あたりが出ているお子さんは、そういった使い

方はしているかと思います。 
 あと、デイジー教科書といいまして、教科書を読んでくれた

りとか、ルビや区切りが出たりとか、便利なアプリも大体３分

の２ぐらいの学校が使っています。読み書き障害、またほかに、

読み書き障害でなくても支援が必要なお子さんはそういった使

い方をしているという状況でございます。 
 

澤栄美 委員  それは担任の先生とかもかなり理解して使われているという

ことですよね。以前は、何か特別にあなただけ、それは違うん

だよみたいな意識の先生方も多かったんですよ。特別支援に関

して言うと、もう本当にこのＩＣＴを活用することで伸びてく

るこどもが非常に多いということを言われているので、そうい

った先生方はもう今は大分いなくなっていらっしゃると思って

いいということですかね。 
 

野田建男 特別支援教育

室長 
 先生方のほうもかなり理解は進んでおりますので、そういっ

た読み書き障害に関する理解であるとか、ＩＣＴの活用を積極

的に導入していくとか、毎年毎年、研修等で理解啓発をしてい

こうと思っているところです。 
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小屋松徹彦 委員  私は、もうｉＰａｄが使いこなせたらどんなにいいだろうと

いうレベルで、本当に使いこなすということがまだできていま

せんので、学校の先生たちもこれを使いこなすのは大変だろう

なと思いながら見ていました。 
このＳＤ研修とか、この少人数の研修とかありますけど、こ

ういったことを受けながらどんどんどんどん自分のスキルを上

げていくというか、そういったことを先生方もされているんだ

なと思うんですけど、今現在はどんななんですかね。例えば、

このＳＤ研修あたりを見てみると、１０人、１５人の定員で週

１回やっていくというのをやっていらっしゃいますけど、こう

いったものをどんどん先生たちが利用されていて、皆さんのス

キルが上がっているのかということがちょっとどうなるんだろ

うと思いながら見ているんです。全体的にこのレベルが上がっ

ていかないと、多分最終的なこどもたちの教育の質というのも

なかなか均一になっていかないだろうと思うんですけど、そこ

ら辺はどんななんだろうなと思っています。 
 

遠藤洋路 教育長  ＳＤ研修の利用実績というか、そういうことでしょうかね。 
 

吉田潔 教育センター副

所長 
 夜のＳＤ研修に関しましては、人数的には２０名にいかない

ぐらい。毎回出られる方はもちろんおられるんですけど、メニ

ューによっては新規のものがあり、実は昨日もＣｈａｔＧＰＴ

を活用した研修を行いまして、２８人ぐらいの希望がございま

した。もちろん当初は慣れていく、使いたいということで参加

しておられましたけど、新しい話題というか、操作については

非常に関心は高いなと思っております。 
 一つは、皆さんがもう日常的に使われているので、いろんな

ノウハウを学校の中で共有できる、教えていけるという、そう

いう環境がだんだん整ってきているのではないかなとは思いま

す。 
 

遠藤洋路 教育長  毎回のように参加する人というのは熱心でいいとは思います

けど、毎回同じ人だったらあまり広まりませんけどね。そうい

う何か多くの人に参加してもらうような工夫とか、呼びかけと

か、そういうことはやっているんでしょうか。 
 

吉田潔 教育センター副

所長 
 アプリ活用については、いわゆる年度当初に多くプログラム

を組んでいて、採用されたばかりの方であるとか、不慣れな方
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対応のものというふうにしておりますけど、その後、例えば、

さっきもＣｈａｔＧＰＴの話もしましたけど、今タイムリーな

ものを途中途中に入れていきますので、２週間ぐらい前に掲示

板のほうに告知をさせていただいて、それだけ新しいものとい

うのを取り入れているというのは、参加数を増やすことには今

つながっているのかなと思っております。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 

小屋松徹彦 委員  やっぱり覚えの悪い人もいるでしょうし、私みたいに。そう

いう人にとっては何回も何回も研修が必要だと思うんですけ

ど、やっぱりなかなか恥ずかしくて、何度も同じ研修を受けら

れないとか、そういうことでだんだん消極的になっていく先生

が出ないことを願っています。できるだけその研修も、垣根が

どんどん高くなっていく部分はあってもいいんですけど、ずっ

と低いままで置いてもらっておいて、そこを何度も気安く受講

できるというか、そういった機会というのはやっぱりぜひ確保

しておいてもらいたいなという希望ですね。 
 

遠藤洋路 教育長  これは、レベルはそういう初心者向けから、何か結構レベル

高いものまで、バラエティがあるんですか。 
 

吉田潔 教育センター副

所長 
 いわゆる操作の研修から始まりますが、それ以外にも今年は、

夏の研修だったと思うんですけど、１４ページを見ていただき

ますと、ＡＲを使おうということで、先生方も特に楽しみなが

ら活用していただいている研修もございましたので、いろいろ

な操作の活用の研修ももちろんありますけど、今最先端という

か、面白いものを取り入れながら研修等の内容も工夫している

ところでございます。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 

西山忠男 委員  今のお話は教育センターが実施している研修だったと思うん

ですけど、学校現場でも教員同士で教え合うというような、あ

るいは小さなグループをつくって勉強会をするとか、そういう

ことをやっているんじゃないんでしょうか。 
 

吉田潔 教育センター副  今おっしゃられたとおり、学年部単位でも、そういうミニ研
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所長 修を組まれたりとか、ＩＣＴ支援員がおりますけど、１５分と

か２０分パッケージの放課後のちょっとした時間での操作研修

であるとか、あるいは、ほかの学校でこういう使い方をされて

いますよとか、そういう情報も入れていただくようなことをし

ているというのは聞いたことがございます。 
 

村田槙 委員  さっき映像を見せていただいている中に、わくわくできるこ

とが大切というコメントがあって、城東小の研究授業ですか、

公開授業に見学に行かせていただいたときに、１年生の働く車

についての授業をやっていて、最初、電子黒板が真っ黒なんで

すけど、先生が手を近づけたところだけ映像が見えるようにな

っていて、それを見ながらタイヤとか一部の車の色とかを見て、

こどもたちが何の車かを当てていくという時間に、たった１人

だけ男の子が、先生がそうやっているときに、その車が何かは

一切答えないんですよ。「先生、それどうやるの。それどうやっ

てんの。」って、その操作に一生懸命興味を持っていて。家でも、

私もこうやってタブレットを使わせていただくようになって、

やり方が分からないときに、もちろん資料とかはこどもには見

せていませんけど、どうやるのかというのを聞いたら、もう１

を聞いたら２０、３０返ってくるし、ここをこういうふうにこ

うやると、こんなふうに使いやすいよというのがあふれて出て

くるんですよね。だから、いろんな研修とか学校内での共有と

いうのもですけど、案外身近な生徒さんたちに教えてもらうと

いうこともいっぱいあるんじゃないかなと思いました。 
 

遠藤洋路 教育長  さっきの自己有用感が高まるかもしれませんもんね。実際、

こどもから教えてもらえることは、先生個人では結構あるんじ

ゃないのかなと思いますけどね。本当に吸収するのが早いです

もんね。もしかしたらそういうこどもから教わろうというよう

な研修があってもいいかもしれませんね。その辺も、もし企画

できるなら考えてみてもいいでしょう。 
 大学生がやる研修みたいなのがありましたよね。 
 

吉田潔 教育センター副

所長 
 県立大学の学生さんがプログラミング教育のプログラミング

の授業をサポートしてくださっていて、夜の学習のＳＤ研修で

も、先生方向けには県立大の学生さんが全て司会進行から、操

作方法から、一つのこまを担ってくださっていたりします。夏

はこの会場でスフィロボルトといって、丸いボールが動いてプ
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ログラムを組むことで四角形とか円形とか走るんですけど、そ

ういう研修を行ったときも県立大の学生さんが全て、いわゆる

教える、講師になってプログラミングの講義を担っていただい

たというのは実際あります。 
 

遠藤洋路 教育長  そういう学生さんたちが教員採用試験も受けて、面接で何か

そういう活動を、ボランティアとか活動をしていますかと言う

と、熊本市の教員研修をやっていますというので、今日も面接

終わったら研修しに行きますみたいな人が何人かいましたよ。

だから、先生の研修をやっている人をこれから先生として採用

するんだなと思って、なかなかやっぱり得意分野というか、若

い人のほうが得意なものってあるんだなと思いますね。 
 

澤栄美 委員  その土曜日の教職大学院の情報教育研究会で、桜山中の実践

もあったんですけど、それこそさっきの一貫校にも関係あると

思うんですけど、桜山中の先生たちが、黒髪小の先生たちに、

夏休みにいろんなアプリの扱い方を教えるとか。この間、楠中

学校の研究発表会に行ったんですけど、そのときにやっぱり校

内研修で、自分たちの課題は何かというので面白い名前を課題

ごとにつけていらっしゃって、振り返りをするのは振り返り美

人とか、愛してるＩＣＴとか、そのＩＣＴのグループの先生た

ちは決して得意な人たちではなくて、不得意な人たちが集まっ

て教え合っているとか、そういった校内研修の中に組み込んで

そういうのをずっと１年間やっていくとかいうのもあります。

そういう夏休みに特別に得意な先生たちが、たしか川上小も同

じようなことをされていたような気がするんですけど、与えら

れたものを自分が一生懸命学んで、そして皆さんに教えるとか

というのもあるかなというふうに思いました。 
 やっぱりアウトプットするというか、さっきの藤園中の理科

の授業でもアウトプットが大事だってこどもたち言われていた

んですけど、ラーニングピラミッドってありますよね。ただ聞

いただけではなかなか入っていかないけど、やっぱり教えるこ

とでその記憶も高まるみたいなのはあります。そういったこと

を積極的にしてもらうといいのかなというふうに思いました。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 ほかに御意見はよろしいですか。 
 今日の説明とか議論の中でも、いろんな学校でもう既にいろ
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んな取組はされている、教育センターでもかなりたくさんのこ

とをされているということなので、これがまた今度の更新に向

けてさらに広がっていくのが、これがとても必要なことだなと

思いますし、実際にもういい取組はたくさんあるので、いかに

それを知ってもらっていろんな人に参加してもらえるかという

ことだと思います。ぜひ広報というか周知の部分も、教育セン

ターでも何か興味を持ってもらえるような周知の仕方を考えて

もらえるといいかなと思います。 
 ほかに御発言がなければ、以上で自由討議を終了いたします。 
 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長  本日の会議日程は全て終了いたしました。これで、令和６年

２月定例教育委員会会議を閉会いたします。 
 

 


